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 認轟一.'
 論文審査の結果の要旨
 武村雅之提出の論文は,「震源スペクトルの規模関係の研究一周期1秒以上における表面波マ
 グニチュード3.0から8.5の地震の解析」と題し,英文9章からなるものである。
 地震の震源スペクトルを求めるにあたっては,従来世界的な観測網による地震波のスペクト
 ル解析を基にした方法がとられている。しかしこの方法は,器械観測の一様性のなかった時代
 の地震や,規模が小さくて世界的な記録が得られない地震に対しては適用できず,震源スペク
 トルの規模関係が大地震のみからの議論にとどまらざるを得ない。
 本論文は,震源スペクトルの中の異った周期に対する振巾に対応する各種のマグニチュード
 間の関係を利用してこのような欠点を補い,震源スペクトルの規模関係を考究し,新しい震源
 スペクトル模型を提唱したものである。
 よく用いられるマグニチュードスケールとしては,1秒付近の周期に対応する実体波マグニ
 チュードmb,4秒付近の周期に対応する気象庁マグニチュードMJMA,約20秒の周期に対応す
 る表面波マグニチュードMs,無限大の周期に対応する地震モーメントM。等がある。武村は,こ
 の中mbについては,従来の決定法の欠点を補って新しく再決定し,Msについては気象庁デー
 タから日本付近の地震についての補足を行い,これらとM」MAの関係を調べている。さらに気象庁
 の観測から,地震モーメント係数M.とその特性周期丁。を求め,M。がT、におけるスペクトル密
 度に対応する量として用いられることを示し,M。とT・を用いてM・を求める簡便な方法を提案
 している。
 こうして求めたmb,Me,M」Mへ,M5,M。と各々の周期を制約条件として震源スペクトルの模
 型を提案している。この模型は,コーナー周期はM。の3乗に比例する。すなわち,地震の大小
 を問わず,断層面上では相似的な法則が成立していることを示している。コーナー周期以下で
 は,従来の模型と異なり,周期の1乗に比例したスペクトルを持ち,さらに高周波部分では,
 従来の周期の2乗に比例したスペクトル構造を持つものとすると,mb,Me,M」M、、,Ms,M。問
 の関係が矛盾なく説明できる。このような模型はM・が3.0から8.5にわたる極めて広いマグニ
 チュード域において成立している。
 さらに日本海溝のすぐ内側の地域等では,コーナー周期が普通の地震のそれの約2倍にあた
 る地震が多く発生していることが見出され,これが低周波地震に対応している。いわゆる津波
 地震もこの低周波地震と同一の群に属することが明らかにされた。
 以上述べたように,武村提出の論文は地震学上の興味深い数多くの知見を与えているもので
 あり,これは武村雅之が自立して研究を行うに充分な高度の学識と研究能力を持つことを示し
 ている。よって武村雅之提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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